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又
曜
一幸覇
髪
齢
一も‐の騨
さ‥分纂
躊
崚
諺
％
称籍
稿

自
財
源
の
強
弱
を
表
す
財
政
力
一
村
税‥収
入

チ
ユ
ル
ソ
フ
イ
リ
原
発
事
故
か
ヽ

に
次
い
て
県
内
二
位
一
二
位
苺

買
産
税
で
占
み
ら
れ
る
Ｑ
　
　
　
「
核
寿
篭
打
紹
「
む
」
転
に

渚
の
交
流
が
姉
妹
都
市
の
機
緑

一■

に
な
つ
た
ｏ一

一一
の
社
で
昨
年
九
丹
三
千

ｒ
・　

　̈
■

”
　

・
一　

¨
　

　

ヽ
　

　

　

　

¨

一見
る
と
不
安
に
な
為
「ど
の
声
一学，日
都
市
い
ひ
た
ち
な
が
市
が

綿
``;^“

‘
段楊
に寄一
ら
れ
た
，のが
理
一港
湾
都市
ヴ
く
り
を目
指
し
て

由
と
い
う
¨
・Ｉ

¨
一一鮎

ら舞
鋳
婆
訪
阻綱̈
黙

間を
く〓
０ぢ
鶯

置■
２
２
田なら発

・３
法會
貯
〓
住計
の‐．一ガ

，
舛Ｌ
争
し割
ご

卜
， 彗

針
↑
≒
鰤
計
経
早
一”
「
．髪
一螺
鵠
螺
諜
懇
躍
編
辮
覚
饉
一
一■

原
子

が
上
が
つ
た

，
■
役
場
か
独
断

一で
は
な
い
一

　̈
　

一́●

「
．

講
警
把
ｉ
喘

癬
“旱
辞
濃

鵡争
班
馴
引
一づ
ξ
なふ
針

け餘
爾
調・藝
讐
鵞
・睦
擁
導
語理
熙
裂

僚
■
瑠
楊
文還
撤
一思
れた
Ｉ
‐―ン‐・
■

鳳
昇
ａ
凛
畿
３

喘
「■
Ｏ
Ｇ酵
代
去．切た■
剥
タギ辞雹
・Ｊ
ＮΨ
ぎ
瓢
”黙
洗
房
畷
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咆
鰊
一．熙
蒻

・と嘉
罐
涯
降に
廻
一矯
曝
綴
撮
魔
ε
研
憬
各
〓
聡
０
■
■̈
■
■
．初代・東骨
由
ギ
■
一譲
≡
知で●
Ｆ
轟
３
常
僣
零
神吋ざ
壼
一」割
■ヽ

粘
拗霊
妹遭
総
理
．■
聴
↓糧
ｔ遭
出
一郎
●
機
眠
嘱
玉
・燿
ｗ
理

， み
一〓
０
〓
■
●
‥……‐‥、■
一̈
■
鳳
ひ史
件
だ「川̈
ミ
熱
彗
３
どや事

Ｊ
硼
当
副
刷
割

ム懸
選
‥なヽ

鵞
確
一、
ゴ
仁̈■
ｕ一静
躍
ひ■
畿
瓢
ｆ
牛
尉
貯
曳
肇
″「
ヽ
「
魚

土地選定委員会
（委員
長一
一はあれよあれよ↑
いう間‘出
一σ候補地として省前を挙」
　
「〓

．̈
一一・一
‘
一
「一一一元
ら勁り止顔か田一す滞劇，「側別勘計として‥‐楓

贔
曇
亀
肇
環
剥
裂
轟
神・一・萌”ｉ凱定‥霙
一穫
解欝
瞑
鰺
「一一筒
『餘
ｍ・竜
辣
隧

　́
　
　
　
　
　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０
本
県
が‐有
力
な
立
地
候
「ど
さ
れ
た‥射
爆
場
は
本

許
驀
纂
諜
頌
鵜

一き
″

渉

一計
≫

囀驀

謙

一「
一牌
薮騎
暉̈
験
峰準一ヽ

鱚

趙

一腫

鷹

睡

元
の
受
け
止
め
方
は
や
や
冷
や
，
　

役
場
議
員
と
し
て
村‐
長
の
秘

●

当
時
は
村
発
足
後
初
の
村
議

二在
「
秘
書

協 ち,″´
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生三
ti

立

一第
３
部

市
式
仙
〈
た
り

ヽ
ゃ
は
）
地
区
｝
一は

，■
」に
始
ま
る
。

の
決
定
に
対
し
、
政
府
部
内
か

¨
■
　
一―
　
一■

.争
.■

路
繁
誤
論
議糧妻
謁
計
場
．一謂
羊
醜
算

の
立
場
か
ら
は
多
少
の
欠
点
が
一

，‐‐‐一
■
一
日ヽ

一́
●
■
●
・■
　
お
り
、
一自
身
が
発
案
者
と
な
ア

‐，９
日

認
‐め‥ら
れ

，
また
施誼
の
定備
一
一日
本
初
の凩一
カ
研
究
所ば
．た‐事
情
には
一切
触
れて
いな

一●
〓
∵
一

．
一
に
は
や
や
日
峙
を
要
す
る
で
あ
一搬
転
直
下
ご

‐東
海
村
村
松
に
立

い
。

一̈
´ヽ

一ヽ

一一
一́
．神
沖
　

　

一

饒
辣
一一一一慶
種
斃
一ｍ
一．「蒔
羹
鯖
襲
鶉

ず
鮮
伊
■
の‐日．驀ぜ
権属
曜
一．聾・一腫
畢
鸞
懃
朧
瑾
鐵一・耐
略襲
針
・ｒ

■:  ザ

.□ 4日

一霧
雉
饒
趾
晰
ヅ
砕̈琲
蝙

ー

″れ:‐っ

他
方
ヽ
東
海
村
は
当
時
、
東
．

京
か
ら
は
う
か
離
れ
た
無
各
の

寒
ヽ

原
子
力
委
の
決
定

‥
文
に
一

も
あ
る
よ
う
に
交
通
ア
ク
セ
ス

は
横
須
輩
市
武
山
に
比
べ
て
比

当
書

の
本
紙
に
は
ず
学
堵
た

ち
の
こ
ん
な
八
つ
当
た
り
気
味

の
談
話
が
み
ら
れ
る
一

駒
形
作
次
原
研
土
地
選
定
委

員
長

一こ
の
よ
う
な
閣
議
決
定

燿
へ

像詠
庁絆
鍾
議
鶴
一

肛
瞳
藩

．地
場
所
は
牧
然
と
し
て
■
水

戸
」
。
東
海
村
憾
狡
字
通
つ
の

栞
名
だ
っ
た
一
、■

・
ｒ　
一一

軸
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し
、
今
酔
を
ユ
た
で
い
０
一
一

元̈
住
民
で
も
、
か
つ
て
原
子
々

施
設
を
立
地
す
る
動
き
が
あ

，

た
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
と
一

い
う
■
．
一１
　
　
一「
　
一　
．一
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．́一，
一
どケ“一

年
四
月
）
後
、
東
海
村
に
は
原

創
設
”
翌
月
に
は
い
わ
が
国
初

子
力
施
設
の
整
備
が
日
ま
く
る

一の
原
子
力
発
電
所
の
用
地
を‘
晨

し
い
勢
い
で
進
ん
だ
。　
　
　
　
研
隣
接
の
北
側
に
決
め
る
。

儡》
藁
辞凩
一一蝙
写
雛
祗
競
ｎ
一̈一兆
蒻
罐
骰浚

靖
諄
日の‐，藪
斜
一̈
評
Ｍ〓
一証
計
鰤

一
大
学
は
施
設
が
貧
弱
だ
し
０
研
」
境
と
は
裏
腹
に
、
都
金
唇
ら
し

一
解

鷲

耗

難

鶴

Ｍ
｝
橿

翻

酪

纂

獄
離

携

え
ら
れ
な
い
く
ら
い
の
巨
額
の
一
チ
一
―
一
シ
ョ
ツ
ク
の
連
続
だ

髪
馘
％
に望珈訂摯・海韓
得

予
算
を
使
っ
て
研
究
で
き
る
恵

わ
た
ら
し
い
「

薇醜
癬螂”観
紹
築
一

う
も
一，
た
る
砂
は
こ
り
に
せ
ま
一
●
８
年

れ
、
真
つ
白
け
で
し
た
。
村
‘

唯
一
の
三
輪
自
動
車
の
ポ
ン
プ

・
‥が
み
ら
れ
る
ほ
か
は
ぃ
駅
前
に

γ
″

″
"¨



鱚敷
せ
を
変
更‐‥‐
し
た

，
　
一一

一

．
表
向
き
は
原
燃
公
社
の
将
来

的
な
敷
地
拡
張
構
想
や
い
周
囲

に
原
子
力
施
設
が
あ
る
と
微
量

な
放
射
線
を
扱
う
研
究
の
支
障

に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
の
が

表
拘
き
の
変
更
理
由
だ
が
い
村

議
の
須
藤
鶏
三̈
さ
ん
兌
こ
に
よ

る
と
ぃ
放
医
研
の
医
師
や
技
師

一第
３
部
ｉ
甑
い

，一工
ち

:□ 9□

「
文
化
果
つ
る
と
こ
ろ
に
来

社
員
の
生
活
の
便
宜
の
た
め
に

て
し
ま

つ
た
」
―
。
原
子
力
開

運
行
し
た
。
日
中
の
社
宅
か
ら

韓
商
碑
印

集
（

っ れ
か
い
知
識
中
耐

却
せ．
い
に
和
［
雌
味
わ
権
喝
睦

に
は
そ
ん
な
思
い
に
さ
い
な
ま

と
の
間
を
往
復
し
た
。

れ
た
人
が
少
な
く
な
い
ら
し
　
　
「社
宅
に
は

一
応
小
さ
な
購

い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
買
場
が
あ
り
ま
し
た
が
ヽ
家
庭

「村
に
は
肉
屋
、
魚
屋
ヾ

八

の
食
料
儡
や
日
鳳
湿
の
ほ

‐とん

百
屋
も
な
か
っ
た
｝
「
地
元
住

と
は
週
一
、
二
回
の
水
戸
へ
の

民
で
ヽ

当
時
村
議
だ

っ
た
豊
島

也
員
い
出
し
で
賄

つ
て
い
た
は
ず

琴
蜃
疾
ポ

″誘
触鰐
ざ
黎融
嘔
制
課
燿

い物
バ
ス」
だ
。
町
本
原子力
■
た
だ
い
原
子
力
事業
所
に
集

轟
謗翻躊
一峙一討き「てい品甲鐸製 れ

る
本
屋
が
な
い
と
い
う
の
は

結
構
深
刻
な
悩
み
で
し
た
」

（植
松
さ
ん
）
Ｐ
　
　
　
　
　
一

村
の
人
口
は
原
研
立
地
か
ら

わ
ず
か
迦
奪
促
ら
ず
の
潤
に

一

気
に
約
二
割
六
約
二
千
四
百

人
）
も
磐
え
、
一ハ
０
年
に
は
約

一
万
四
千
人
弱
に
な
る
■

Ｊが経
肝
計
卜
に

設
も
あ
る
。ｒ昨
年
の
Ｊｉ
Ｃ‐
０
臨

界
事‐
故
で

，
大
量
の
放
射
編
を

ら
が
東
京
か
ら
は
る
か
離
れ
た

浴
び
た
作
業
員
二
人
が
〈
リ
コ

東
海
村
へ
の
移
住
に
か
た
く
な

プ
タ
ト
で
搬
送
さ
れ
た
科
技
庁

に
抵
抗
し
た
の
が
真
相
と
い

・
放
射
線
医
学
研
究
所

（放
医

う
。　

一

「　
一一
　
　
　
　

．　
一

研
）
だ
■
．
一　
一　

　̈
一一
一
■

代
わ
り
に
村
に
は
六
〇
年
ヽ

げ
羅
魏
線
鱚
議鶴
一一躍
課
襲
靭
覗
籠

に
整
備
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た

く
ハ
七
五
年
ｔ
廃
止
さ
れ
た
。

が
、
翌
五
七
年
に
は
千
葉
市
へ
　

放
医
研
の
よ
う
な
高
度
専
門

・齢
み
に彙
に７
駒
』」↑
計

で
日
に
要
望
を
始
み
た
。　
　
一
事
業
所
が
建
設
さ
れ
た
の
は
そ

出
そ
う
と

し
て
い
た
。
　

　

　

‘
く

な

ん

て
陰

口
が

あ

り
ま

し

一
ま

し
た
財
慇

証

争

て
も
、
東
海
村
は
事
業
所
を
立

ち
上
げ
る
に
は
最
も
魅
力
的
な

地
で
あ
っ
た
。．事
業
開‐
発
を
展

開
し
て
い
く
上
で
原
研
、一
原
燃

公
社
な
ど
国
の
研
究
機
関
周
辺

に
立
地
し
て
い
れ
は
、
将
来
約

に
情
報
交
流
な
ど
多
様
な
メ
リ

リ
■
を
見
込
め
る
た
め
だ
”
地

元
に
は
原
子
力
施
設
を
受
け
入

れ
る
下
地
が
で
き
て
お
り
、
住

民
と
あ
つ
れ
き
が
生
じ
る
恐
れ

原
研
東
海
研
究
所
内
に
立
ち
並

ぶ
源
好
炉

・‐‐‥
一
９
６
嫁

‥年

一
一

た
」
と
語
る
の
は
、
元
役
場
職

員
の
須
藤
佐
武
さ
ん
貪
０
．

軒
疑
わ
は
釉
け
鶴
出
っ
時
青
り

元
住
民
が
石
神
地
区
で
の
積
極

的
な
誘
致
に
乗
り
だ
し
、
住

友
、
三
菱
、
富
士
な
ど
の
企
業

グ
ル
ー
プ
が
相
次
い
で
用
地
選

　̈
　
′・　
一　
，
．　
　
　
　
・・

定
に
入
っ
た
。
Ｊ
Ｃ
Ｏ
が
石
神

地
区
に
立
せ
し
て
い
る
の
も
ｒ
〓

ご
う
し
た
地
元
の
動
き
に
呼
応

し
、
住
友
グ
ル
Ｊ
プ
が
六
〇
年

に
現
在
地
を
確
保
し
た
た
め

・ン
オ
一
が
影
城
さ
れ
た
経
緯
に
．
が
み
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
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貪
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一一〕中『̈一一一］̈］鋼中］酔一̈̈
一

り
だ
っ
た
「

口「
が餞
網
威
騨
昴
締
麟
“一一熟
割
制
罰
則
副
劇
創
創
缶
瑚
一種
蜻】獄
・職て．以
鶏

鯛
聯
卿鵬
鑑
圏
鰍趾
“載』”躊
瑚̈
灘̈
響
瑾
繊
轍
職
曜
・癬
器
¨̈一静
臨
癬̈
懸
鰯

霧
韓
蒻
銚
呻如電
”訛
脇
”̈
諭
一一一ｍ̈
鷺
夢
一」詢
設
計
一̈一計
叫翻
評
“ｒ
桝

一一
一
一昇
０
籠
姜
首
一く
な
ｐ
一
き
た
一
お

‐が‐国
最
■
一一
日
の．星
重
力憲
ｉ
本は
東
一
一̈」一一専
Ｉ
■
一は

，
一ヽ癖
間
の
一
一
０
流
段
か

，
い，
以
性
溜
月
■
・涼
囁
つ
プ
ウ
ゥ‥ν
一
亡

‥な

…来
絶
誦
ユ暉
啜
″喩
増
い
現
魅
一

押
鮮
嘉
麟謝の‐‐細嘲姐鷲
一焼
尉
歳
瓢
「
蟹
一一匙
鮨一島
裂
留
一劇ｉ
当
倍一一Ｑ葛加が．鼎
●
倒
Ｆ
；

ί■
嘉
〓
一〓
＝甍咆きり．̈．一眈
‐ま籠
一崎略
Ｊ
糖

印
ヽ
葛
彙
色
義
沖椰
ｎ
ｗｉ
臓
段
割硼
耐

響
了
器
一詢中翻嚢
馴茫
譲
驀
騨
一働
請謗
電
装
訓
翻
「
■
一́
喘淵
一一磐
款
諦
鐸
諦
彎
一

磨
Ｆ
ト

鵠̈
諄
餞
離副
珈

「原
研
通
り
」
●
一
一一
一
一

う
に
す
る一今
後０
人
一一
・いる。ヽ■
・・一
一̈一
・一一
一汁
一
一
■
松
めい欄撥にお
つた
，の一

鰤弊
軸
騨
峨
っ増一一一̈一一一」̈
計
鋒
【
』̈
ギ
麓
鯨
“麟
難
凛
叫

加
は
望
ま

‐し
く
な
い

堀
爆
巧鞄
一一以去
囀
翼
一̈一つつ博
哺
瀾
・現霜
「球
む
酌二堪

ｒ
●
■
一
一
回
蜘
躙
機
麟
簡
鍮
甲
剛
憫
甲
仲
＝
躙
「
川
騨
■
に
磁
Ｔ
」
Ц
聯
帥
騨
幽
國
躊
酬
蜘
硼
剛
螂
欄
躙
　
一
八
年
創
立
の
村
松
小
ス
現
在
の

一̈
こ
の
村
松
小
の
分
離
の
理
由́
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